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中小企業景況調査の概要
1.　調査趣旨

2.　調査対象 （対象地区）　県内15商工会

　　　　祇園町、江田島市、呉広域、佐伯、安古市町、安芸津町、広島県央、　　　

　　　　三原臨空、大崎上島町、沼隈内海、福山北、福山あしな、上下町、

　　　　三次広域、備北

（対象企業）　225社

　　　　製造業47　建設業43　小売業67　サービス業68

3.　調査方法 経営指導員による訪問面接調査

4.　調査期間 令和2年10月～12月期実績、及び令和3年1月～3月期の見通し

5.　調査時点 令和2年11月15日

6.　DIとは Diffusion Index　（景気動向指数）の略。

　　　　　DIがプラス（＋）なら・・・・・・・・・・強気（楽観）、上昇機運

　　　　　DIがマイナス（－）なら・・・・・・・・弱気（悲観）、低下機運

　例えば、売上高で回答割合が、増加50％、不変30％、減少20％の場合、

DI＝50－20＝30となり、全体としての経営者の強気（楽観）度合いを表している。

7.　表記基準 変化の動向（改善、悪化など）を解説する場合に用いた表記基準は次のとおり。

　　　　「横ばい」           0を基準に±2ポイント未満

　　　　「小幅、やや」　　 0を基準に±2～8ポイント未満

　　　　「大幅、大きく」    0を基準に±8ポイント以上

8.　その他 　この集計値は、全国商工会連合会が提供する全国集計を基に、広島県商工会連合会の

集計書式に収めて編集したものである。

（参考）　全国及び広島県内の経済動向について、その他機関による調査資料

　　　■    （独）中小企業基盤整備機構　（3団体を含む全国版報告書）

　　　http://www.smrj.go.jp/keiei/chosa/keikyo/

　　　■    中国財務局　（中国地方の経済情勢）

　　　http://chugoku.mof.go.jp/chousatoukei/keichou/keizaijyousei/jouseishinchaku.htmｌ

　　　■    広島県　（広島県経済の動向）

　　　https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/67/1244079054510.html

　この調査は、中小企業の景気動向を総合的に把握するため、全国の商工会、商工会議所、

　各調査項目について、増加（好転）企業割合から、減少（悪化）企業割合を差し引いた値を示し、

「変化の動向」を把握する。

中小企業団体中央会の3団体管内の企業約19,000企業を対象に四半期ごとに実施されている。

調査結果は（独）中小企業基盤整備機構で集約・分析・公表され、中小企業施策立案等の

基礎資料として活かされるものである。

　広島県商工会連合会では、県内商工会地域の最新景況データを解析、報告書に取りまとめ、

商工会の経営改善普及事業が効果的に実施されることを目的として、この報告書を公表する。
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広島県（全産業）業況DI推移　－前期比－ 

広島県（産業別）業況DI推移　－前期比－ 

回復傾向の動きとなった。一方、来期は、全ての産業で業況低下の見込み。

産 業 全 体 の 概 況

1.広島県と全国（全産業）　　※商工会、商工会議所、中小企業団体中央会の3団体データを含む。

広島県全産業の今期業況DIは、前期-17.9から-22.9（前期差5.0ポイント）と小幅に低下。

一方、全国DIは前期-34.1から-26.1（前期差8.0ポイント）と、前期に続き、持ち直しの動きとなった。

2.広島県（産業別）　　※商工会地域のみ

広島県産業別では、今期は小売業で低下傾向となったが、その他の業種では前期に続き、

（全国）

（広島）

（製造業）

（小売業）

（建設業）

（ｻｰﾋﾞｽ業）

全産業
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・

・

・

・

・

・・・・　企業のコメント　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

消費者が外出を控えたために、需要は大きく伸びた。しかし、年明けはこのまま需要は伸びないし、売れる
商品も変化すると思われる。商品ニーズへ対応できるかが、業績を大きく左右すると思われる。(寝具製造
業)

受注減少による同業者からの廃業を考えているとの声を耳にする。業況改善の見込みが立たず、不安がつ
のる。(鉄素形材製造業)

状況的には上向いているものの、従業員数が不足しているため、売上が上がらないのが問題です。(外衣・
シャツ製造業（和式を除く）)

現状で可能な範囲での製造量で動かしている中で、製造と販売がトントンで動いていることに少し不安であ
る。経費だけは色々な面で減ることはなく、これから販売の販路を考えていくか、現状でいくか、の考え時期
になりそうです。(調味料製造業)

製品のニーズの変化に合わせ、パッケージ、製品の見直し、価格等の検討が必要と思う。コンビニ等による
価格競争と洋菓子への参入等、和菓子が少しずつ厳しいと思う。(パン・菓子製造業)

取引企業様の設備投資が抑制されていると思われます。(その他の鉄鋼業)

製 造 業 （商工会地域）

1.主要景況項目の推移　-前年同期比-

製造業　DI （前期）

主要項目 R2.7～9 R2.10～12 前期との比較 R3.1～3 今期との比較

売 上 額 -49.0 -45.7 ↗ -41.4 ↗
原材料仕入単価 8.7 13.3 ↗ 6.7 ↘
採 算 -38.3 -34.8 ↗ -34.8 →
資 金 繰 り -31.9 -31.1 → -36.4 ↘

（今期） （来期見通し）
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製 造 業 （商工会地域）

2.売上額（加工額）　-前年同期比-

3.採算（経常利益）　-前年同期比-
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製 造 業 （商工会地域）

4.設備投資の状況

5.経営上の問題点　（1位の問題点・上位5つの推移）
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・

・

・

・

・

・

コロナの影響でマンション、住宅が売れない。その為、建物が立たない。来年は建設業は仕事が少ない。今
から不安です。(タイル工事業)

コロナ現象が都会と地方に差が出ているせいか、このところリフォームの仕事が増え、その対処に追われ
る。人件費はかけられないので、最小限で。(一般土木建築工事業)

下請をしているが、仕事が延期になることもあり、売上の低下を招いている。(建築リフォーム工事業)

今使用している作業場が老朽化してきているので、修繕したいが資金もなく困っている。(大工工事業)

当社の仕事内容は、大体修理なので景気に左右されないので、業況は開業から変わってないです。(給排
水・衛生設備工事業)

・・・・　企業のコメント　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成３０年７月災害事業が終了した。受注、売上額ともに減少していく。(一般土木建築工事業)

建 設 業 （商工会地域）

1.主要景況項目の推移　-前年同期比-

建設業　DI （前期）

主要項目 R2.7～9 R2.10～12 前期との比較 R3.1～3 今期との比較

売 上 額
（ 完 成 工事 額）

-23.2 -34.1 ↘ -21.4 ↗
材 料 仕 入 単 価 27.9 18.6 ↘ 18.6 →
採 算 -11.6 -23.3 ↘ -18.6 ↗
資 金 繰 り -4.7 -9.3 ↘ 2.3 ↗

（今期） （来期見通し）
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建 設 業 （商工会地域）

2.売上額（完成工事額）　-前年同期比-

3.採算（経常利益）　-前年同期比-
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建 設 業 （商工会地域）

4.設備投資の状況

5.経営上の問題点　（1位の問題点・上位5つの推移）
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・

・

・

・

・

・

売上が約３割減でとても苦しいです。原因はやはりコロナですが、今出来ることとしては光熱費の節約、仕入
額を減らす等で乗り切り、消費者に興味を持ってもらえる商品を作ろうと考えています。(各種食料品小売業)

新型コロナの影響が半年余り続き、原資である売上の低下が回復していない。給付金や借入金でその場を
凌いでいるが、先を考えると、思い切ったコスト削減や出金を抑えるよう努力したい。(酒小売業)

コロナ禍において時に夜の客数が減少し、経済面でも不安が残り、従来のイベント的事柄が減少せざるを
得ない。プチ贅沢とか内食とかでのニーズの変更に対応していくより他ない。(その他の飲食料品小売業)

コロナ禍において、現況需要の停滞や購買意欲が低下している。季節商品の販売が伸びた場合のみ光が
見えるが、暖冬になると悪化の一途をたどる予定。春先に借入した資金を取り崩しての対応を取らざるを得
ないと感じる。(燃料小売業)

コロナ禍と少子高齢化で客数減少が恒常的に続くと予想。客数増加対策を検討中。ＧＯ ＴＯ商店街補助金
が地方の小規模商店街にも活用できるよう運用要件緩和を希望。(書籍・雑誌小売業（古本を除く）

・・・・　企業のコメント　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５月、６月、７月と売上が昨年よりアップしていたが、８月、９月と２７％位落ちてしまいました。夏服はもう必
要ない、秋物にはまだ早い、というアパレル業の特徴ではあるが落ち込みが酷い。年末の売上に期待する。
(その他の織物・衣服・身の回り品小売業)

小 売 業 （商工会地域）

1.主要景況項目の推移　-前年同期比-

小売業　DI （前期）

主要項目 R2.7～9 R2.10～12 前期との比較 R3.1～3 今期との比較

売 上 額 -71.6 -67.1 ↗ -52.1 ↗
商 品 仕 入 単 価 3.0 0.0 ↘ 3.0 ↗
採 算 -62.2 -44.7 ↗ -43.2 →
資 金 繰 り -37.3 -27.2 ↗ -35.8 ↘

（今期） （来期見通し）
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小 売 業 （商工会地域）

2.売上額　-前年同期比-

3.採算（経常利益）　-前年同期比-
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小 売 業 （商工会地域）

4.設備投資の状況

5.経営上の問題点　（1位の問題点・上位5つの推移）
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・

・

・

・

・

・

コロナの影響は続き、一般の貸切はない。学校の送迎は戻りつつあるが、昨年と比べると業況はかなり悪
い。ＧＯ ＴＯ トラベルも大手旅行会社や都会でのことであり、地方の旅客運送業では、いまいち意味がな
い。(一般乗用旅客自動車運送業）

コロナ禍で売上は減少傾向でありますが、これまで国・県・市からの支援に感謝しています。これから先のこ
とは不透明でありますが、コロナ対策をやりながら、前に向かって進んでいきたいと考えております。(教養・
技能教授業)

・・・・　企業のコメント　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お客様の高齢化が進み客数が減少しているので対策を考えることが急がれる。コロナの影響も変わらない
ので対策を立てていくことも大切であるが、日々の生活の疲れを癒せる空間を提供していく事が、今出来る
ことだと思っている。(美容業)

コロナウイルス感染を恐れて、行動を自粛することが、日常となっている様子で、以前の様には戻らないと
考えます。(旅館，ホテル)

船員も土木関係職員も不足している。コロナの影響もあって収入も安定せず、人件費のみが高騰していく状
態が昨年から続いており、八方塞がりになっている状況。(沿海海運業)

今後の家庭の収入減による影響が、利用料金や来店頻度の減少が売上にどうててくるか不安です。(美容
業)

サ ー ビ ス 業 （商工会地域）

1.主要景況項目の推移　-前年同期比-

サービス業　DI （前期）

主要項目 R2.7～9 R2.10～12 前期との比較 R3.1～3 今期との比較

売 上 額 -54.5 -54.0 → -32.8 ↗
材料等仕入単価 15.0 -3.1 ↘ -4.7 →
採 算 -49.2 -43.1 ↗ -28.1 ↗
資 金 繰 り -40.0 -32.8 ↗ -31.7 →

（今期） （来期見通し）
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サ ー ビ ス 業 （商工会地域）

2.売上額（加工額）　-前年同期比-

3.採算（経常利益）　-前年同期比-
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サ ー ビ ス 業 （商工会地域）

4.設備投資の状況

5.経営上の問題点　（1位の問題点・上位5つの推移）
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